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戦
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
新
自
由
主
義
の
言
説
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
目
標
は
、
国
家
等
の
マ
ク
ロ
現
象
を
扱
い
う
る
「
統
治
性
」
と
い
う
概

念
装
置
の
練
り
上
げ
で
あ
っ
た
。
本
論
文
が
扱
う
「
パ
レ
ー
シ
アpar-

rhêsia

」
も
ま
た
、
フ
ー
コ
ー
が
講
義
で
の
み
扱
っ
た
主
題
の
一
つ
で
あ

る
。

　

一
九
八
二
年
か
ら
死
の
直
前
の
一
九
八
四
年
ま
で
、
フ
ー
コ
ー
は
パ
レ

ー
シ
ア
と
い
う
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
概
念
を
論
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
講
義

の
内
容
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
当
時
の
聴
衆
や
、
フ
ー
コ
ー
セ
ン
タ
ー
で

講
義
の
録
音
テ
ー
プ
を
聞
い
た
僅
か
の
研
究
者
だ
け
で
あ
っ
た
。
事
態
が

一
転
す
る
の
は
、
一
九
八
一
―
一
九
八
二
年
度
の
講
義
『
主
体
の
解
釈
学

は
じ
め
に

　

二
〇
一
一
年
現
在
、
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ

ラ
ン
ス
講
義
録
が
続
々
と
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
お
か
げ
で
、
生
前
に

刊
行
し
た
著
作
以
外
に
も
、
フ
ー
コ
ー
が
非
常
に
多
様
な
主
題
を
研
究
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
フ
ー
コ
ー
は
、
一
九
七
〇

年
講
義
『
知
へ
の
意
志
講
義
』
で
、
西
洋
哲
学
史
の
起
源
に
つ
い
て
問
い

か
け
て
い
る
。
彼
の
考
え
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
『
弁
論
術
』
で
ソ

フ
ィ
ズ
ム
を
排
除
し
た
と
き
に
、
命
題
の
学
と
し
て
の
哲
学
が
成
立
し
た
。

ま
た
、
一
九
七
八
―
一
九
七
九
年
度
講
義
の
『
生
政
治
の
誕
生
』
で
は
、

論
説言

表
と
エ
ー
ト
ス

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
パ
レ
ー
シ
ア
論
に
つ
い
て

清
水
雄
大
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の
系
譜
学
」
と
み
る
方
法
が
あ
る
。
事
実
、『
主
体
の
解
釈
学
』
の
な
か

で
、
フ
ー
コ
ー
は
パ
レ
ー
シ
ア
と
告
白
を
対
置
し
て
い
る
。
パ
レ
ー
シ
ア

に
お
い
て
は
、
導
く
者
（
師
）
が
真
理
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
反

対
に
、
告
白
で
は
、
導
か
れ
る
主
体
（
信
徒
）
が
魂
の
真
理
を
語
る
。
と

こ
ろ
が
、
パ
レ
ー
シ
ア
と
告
白
の
関
係
は
、
見
た
目
よ
り
複
雑
で
あ
る
。

例
え
ば
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
で
は
、
弟
子
た
ち
が
、
パ
レ
ー
シ
ア
に
よ
り
、

自
ら
の
魂
を
他
者
に
開
く
と
い
う
実
践
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
実
践
は
、

告
白
に
類
似
し
て
い
る
。
事
実
、
フ
ー
コ
ー
は
、
こ
の
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
の

実
践
が
修
正
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
告
白
に
な
る
と
考
え
た
。
以
上
の
よ

う
に
、
パ
レ
ー
シ
ア
論
を
「
告
白
の
系
譜
学
」
と
し
て
読
解
す
る
こ
と
は

妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
主
旨
で
書
か
れ
た
論
文
に
は
、
例
え
ば

中
山
元
の
『
賢
者
と
羊
飼
い
』
が
挙
げ
ら
れ
る（

2
）。

　

第
二
に
、
先
述
し
た
、「
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
真
実
を
語
る
」
と
い
う

意
味
の
パ
レ
ー
シ
ア
の
意
義
を
探
求
す
る
方
法
が
あ
る
。「
告
白
の
系
譜

学
」
と
し
て
パ
レ
ー
シ
ア
論
を
読
む
に
は
、
た
し
か
に
困
難
が
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
パ
レ
ー
シ
ア
論
以
前
に
、
一
九
七
九
―
一
九
八
〇
年
度
講
義

『
生
者
た
ち
の
統
治D

u gouvernem
ent des vivants

』（
未
刊
行
）
で
、

す
で
に
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
告
白
の
実
践
が
研
究
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
講
義
要
旨
を
見
る
限
り
、
こ
の
年
度
の
講
義
に
パ
レ
ー

シ
ア
は
現
れ
て
い
な
い
。
二
年
後
の
講
義
で
、「
自
己
へ
の
配
慮
」
と
い

う
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
伝
統
の
研
究
を
開
始
し
た
と
き
に
、
初
め

LʼH
erm

éneutique du sujet

』
と
、
ア
メ
リ
カ
・
バ
ー
ク
レ
ー
大
学
で

の
連
続
講
演
『
真
理
と
デ
ィ
ス
ク
ー
ル　

パ
レ
ー
シ
ア
講
義
（
原
題

：

Fearless 
Speech

）』
が
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
出
版
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
時
機
を
境
に
、
フ
ー
コ
ー
の
パ
レ
ー
シ
ア
論
は
徐
々
に
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
パ
レ
ー
シ
ア
を
主
題
に
し
た
一
九
八

二
―
一
九
八
三
年
度
『
自
己
と
他
者
の
統
治Le gouvernem

ent de soi 

et des autres

』
と
、
フ
ー
コ
ー
最
後
の
講
義
で
あ
る
一
九
八
三
―
一
九

八
四
年
度
講
義
の
『
真
理
の
勇
気Le courage de la vérité

』（
未
翻

訳
）
が
近
年
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
講
義
の
出
版
に
よ
っ
て
、
パ
レ
ー

シ
ア
論
は
今
日
、
フ
ー
コ
ー
研
究
者
の
間
で
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
パ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
語
は
、
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。

語
源
的
に
は
「
全
て
を
語
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
日
常
的
に
は
「
率

直
な
語
りfranc-parler

」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ラ
テ
ン

語
で
は
、
主
に
リ
ー
ベ
ル
タ
ー
スlibertas

と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
フ
ー
コ
ー
が
考
え
る
パ
レ
ー
シ
ア
は
よ
り
強
い
意
味
を
持
つ
。「
自

分
自
身
の
死
ま
で
も
も
た
ら
し
う
る
、
あ
る
未
定
の
代
価
と
引
き
替
え
に

本
当
の
こ
と
を
語
ろ
う
と
す
る（

1
）」
と
い
う
意
味
を
、
フ
ー
コ
ー
は
パ
レ

ー
シ
ア
の
中
に
見
出
し
て
い
た
。

　

フ
ー
コ
ー
の
パ
レ
ー
シ
ア
論
を
研
究
す
る
に
は
、
さ
し
あ
た
り
二
つ
の

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
フ
ー
コ
ー
の
パ
レ
ー
シ
ア
論
を
「
告
白
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文
献
の
中
で
重
要
だ
と
し
て
も
、
こ
の
概
念
の
起
源
は
他
の
場
所
に
あ

っ
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
本
質
的
に
、
根
本
的
に
、
第
一

に
、
あ
の
霊
性
の
指
導
の
実
践
の
中
で
〔
パ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
概
念

が
〕
は
じ
め
て
見
ら
れ
る
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
認
め
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。

パ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
概
念
は

―
こ
の
こ
と
を
私
は
昨
年
示
そ
う
と
し

た
の
で
す
が

―
ま
ず
、
根
本
的
に
、
政
治
的
な
概
念
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
政
治
的
観
念
、
概
念
と
し
て
の
パ
レ
ー
シ
ア
の
分
析
に
よ
っ

て
、
あ
き
ら
か
に
私
は
昔
の
計
画
か
ら
少
し
遠
ざ
か
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
自
己
自
身
に
つ
い
て
真
実
を
語
る
こ
と
（dire-

vrai

）
の
諸
実
践
に
関
す
る
古
代
の
歴
史
か
ら
、
距
離
を
と
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す（

4
）。

　

こ
こ
で
フ
ー
コ
ー
は
、「
自
己
へ
の
配
慮
」
の
パ
レ
ー
シ
ア
（『
主
体
の

解
釈
学
』）
か
ら
政
治
の
場
で
の
パ
レ
ー
シ
ア
（『
自
己
と
他
者
の
統
治
』）

へ
の
移
行
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
説
明
は
、
両
方

の
パ
レ
ー
シ
ア
が
属
す
る
文
脈
の
差
異
を
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
二
つ
の
パ
レ
ー
シ
ア
の
構
造
に
内
的
な
違
い
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
論
文
の
目
標
は
、
ま
ず
、
二
つ
の
パ
レ
ー
シ
ア
の
構

造
上
の
差
異
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
な
ぜ
、『
自
己

て
フ
ー
コ
ー
は
パ
レ
ー
シ
ア
を
論
じ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
講
義
で
は
、
パ

レ
ー
シ
ア
は
「
自
己
へ
の
配
慮
」
の
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
翌
年
の
講

義
『
自
己
と
他
者
の
統
治
』
で
、
初
め
て
パ
レ
ー
シ
ア
は
、
フ
ー
コ
ー
の

研
究
の
主
題
と
な
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
研
究
対
象
の
変
遷
を
考
え
れ
ば
、

パ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
「
概
念
」
に
肯
定
的
な
価
値
が
与
え
ら
れ
た
、
と
想

定
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
パ
レ
ー
シ
ア
概
念
の
意
義

に
関
す
る
研
究
が
成
立
す
る
。
こ
の
方
向
で
書
か
れ
た
著
作
に
は
、
例
え

ば
廣
瀬
浩
司
の
『
後
期
フ
ー
コ
ー
』
が
あ
る（

3
）。

　

本
論
文
は
、
後
者
、
つ
ま
り
パ
レ
ー
シ
ア
の
意
義
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

そ
の
な
か
で
、
本
論
文
の
も
つ
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、

講
義
の
年
度
に
よ
っ
て
、
こ
の
パ
レ
ー
シ
ア
の
も
つ
「
構
造
」
が
変
化
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
点
に
あ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
パ
レ
ー
シ
ア

は
、『
主
体
の
解
釈
学
』
で
は
、「
自
己
へ
の
配
慮
」
と
い
う
伝
統
の
一
部

と
し
か
、
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
年
の
講
義
『
自
己

と
他
者
の
統
治
』
に
な
る
と
、
パ
レ
ー
シ
ア
自
体
が
主
題
と
な
る
。
パ
レ

ー
シ
ア
の
歴
史
的
変
遷
が
フ
ー
コ
ー
の
研
究
対
象
と
な
る
の
だ
。
こ
の
パ

レ
ー
シ
ア
の
「
出
世
」
に
関
し
て
、
フ
ー
コ
ー
自
身
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

良
心
の
指
導
や
霊
性
の
指
導
、
魂
の
助
言
と
い
っ
た
領
域
で
こ
の
パ
レ

ー
シ
ア
概
念
が
重
要
だ
と
し
て
も
、
と
く
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
ロ
ー
マ
の
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『
主
体
の
解
釈
学
』
で
は
、
パ
レ
ー
シ
ア
は
「
自
己
の
技
術
」
の
一
要
素

で
し
か
な
か
っ
た
。
こ
の
「
自
己
の
技
術
」
の
一
つ
で
あ
る
パ
レ
ー
シ
ア

を
論
じ
る
前
に
、
そ
の
背
後
に
あ
る
「
自
己
へ
の
配
慮
」
と
い
う
伝
統
に

つ
い
て
確
認
し
た
い
。

　

フ
ー
コ
ー
に
よ
る
と
、
真
理
と
主
体
と
の
関
係
は
主
に
二
種
類
あ
る
。

認
識
の
モ
デ
ル
と
霊
性
の
モ
デ
ル
だ
。
認
識
の
モ
デ
ル
と
は
、
一
定
の
方

法
に
従
え
ば
、
主
体
は
自
己
の
変
容
を
と
も
な
わ
ず
に
真
理
を
認
識
で
き

る
、
と
い
う
立
場
を
指
す
。
そ
の
代
表
例
は
、
デ
カ
ル
ト
の
『
方
法
序

説
』
で
あ
る
。
認
識
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
フ
ー
コ
ー
は
こ
う
述
べ
て
い

る
。「『
あ
る
が
ま
ま
の
主
体
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
真
理
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
』
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の
時
か
ら
、

つ
ま
り
主
体
の
存
在
が
、
真
理
に
到
達
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
時

に
あ
ら
た
め
て
問
題
化
さ
れ
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
そ
の
時
か
ら
、
私
た

ち
は
主
体
性
と
真
理
の
間
の
歴
史
に
お
け
る
、
も
う
一
つ
の
時
代
へ
入
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す（

6
）」。

　

と
こ
ろ
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
で
は
、
真
理
を
認
識
す
る
た
め

に
、
主
体
は
修
練
を
通
じ
て
自
己
の
変
容
を
経
験
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
れ
が
霊
性
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
認
識
の
モ
デ
ル
で
は
、
主
体
は
あ
り
の

ま
ま
の
自
己
で
居
続
け
る
。
し
か
し
、
霊
性
の
モ
デ
ル
で
は
、
真
理
を
認

識
す
る
主
体
は
、
不
可
避
的
に
自
己
の
変
化
を
こ
う
む
る
。
そ
し
て
、

「
自
己
へ
の
配
慮
」
と
は
、
こ
の
霊
性
の
モ
デ
ル
が
要
請
す
る
修
練
の
総

と
他
者
の
統
治
』
で
、
パ
レ
ー
シ
ア
概
念
が
練
り
上
げ
ら
れ
る
必
要
が
あ

っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
フ
ー
コ
ー
が
パ
レ
ー
シ

ア
に
与
え
た
価
値
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

序
論
の
終
わ
り
に
、
本
論
文
の
構
成
を
記
し
た
い
。
初
め
に
、『
主
体

の
解
釈
学
』
に
お
け
る
、
師
と
弟
子
の
間
の
パ
レ
ー
シ
ア
を
分
析
す
る
。

こ
の
パ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
発
話
主
体
（
師
）
の
言
表
の
真
実
性
が
、
主
体

の
エ
ー
ト
ス（

5
）に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
話
し
手
と
聞
き
手

の
間
に
個
人
的
な
関
係
が
必
要
と
な
る
。
次
に
、『
自
己
と
他
者
の
統
治
』

の
パ
レ
ー
シ
ア
を
論
じ
る
。
こ
の
パ
レ
ー
シ
ア
は
、
第
一
に
、
発
話
行
為

の
目
的
に
も
結
果
に
よ
っ
て
も
定
義
さ
れ
な
い
。
パ
レ
ー
シ
ア
の
定
義
は
、

発
話
主
体
の
勇
気
に
求
め
ら
れ
る
。
第
二
に
、
こ
の
パ
レ
ー
シ
ア
は
、
個

人
的
な
つ
な
が
り
で
は
な
く
、
第
三
者
で
あ
る
公
衆
の
存
在
を
要
請
す
る
。

最
後
に
、
二
つ
の
パ
レ
ー
シ
ア
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、

二
つ
の
パ
レ
ー
シ
ア
概
念
に
変
容
が
生
じ
た
理
由
を
検
討
す
る
。
具
体
的

に
は
、
フ
ー
コ
ー
の
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
読
解
を
扱
う
。
そ
し
て
、
本
論
を

締
め
る
に
あ
た
り
、
パ
レ
ー
シ
ア
論
が
、「
政
治
と
倫
理
（
エ
ー
ト
ス
）

の
関
係
」
と
い
う
、
よ
り
大
き
な
問
題
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
検
討

す
る
。

第
一
章
　
師
と
弟
子
の
パ
レ
ー
シ
ア
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師
は
「
私
が
語
る
の
は
真
理
で
あ
る
」
こ
と
を
保
証
す
る
と
い
う
。
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
保
証
は
な
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
発
話
主
体
の

振
る
舞
い
（
エ
ー
ト
ス
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
フ
ー
コ
ー
は
こ
う
述
べ

る
。「『
私
は
真
理
を
語
る
』
と
言
う
瞬
間
に
、
そ
の
人
は
言
っ
た
こ
と
を

お
こ
な
う
と
約
束
し
、
表
明
し
た
真
理
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
従
っ
て
い
る
振

る
舞
い
の
主
体
と
な
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
の
で
す（

9
）」。
こ
こ
に
は

一
つ
の
循
環
が
あ
る
。
発
話
さ
れ
た
言
表
は
、
主
体
（
師
）
の
エ
ー
ト
ス

を
制
限
す
る
。
つ
ま
り
、
発
話
主
体
は
言
表
に
よ
っ
て
、
一
定
の
行
動
を

強
要
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
言
表
が
真
実
で
あ
る
こ
と
は
、
発
話
主
体

（
師
）
が
述
べ
た
お
り
に
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
保
証
さ
れ
る
。

主
体
の
エ
ー
ト
ス
に
よ
る
保
証
が
な
け
れ
ば
、
言
表
は
空
疎
で
力
の
な
い

言
葉
に
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
言
表
は
発
話
主
体
の
行
動
を
制
限
す

る
が
、
こ
の
主
体
の
エ
ー
ト
ス
が
な
い
と
言
表
は
真
実
性
を
も
た
な
い
。

こ
れ
が
パ
レ
ー
シ
ア
と
エ
ー
ト
ス
の
循
環
的
な
関
係
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
循
環
的
な
パ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
師
と
弟
子
と
の
間
に
は

個
人
的
な
関
係
が
要
請
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
弟
子
が
師
が
述
べ
た
と
お
り

に
振
舞
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
時
間
を
通
し
て
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
個
人
的
な
関
係
の
な
い
、
演
説
台
か
ら
民
衆
へ
の
一
方
向
の
発

話
は
パ
レ
ー
シ
ア
に
は
な
ら
な
い
。
聞
き
手
は
、
話
し
手
の
発
言
と
行
動

が
一
致
し
て
い
る
か
、
確
認
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
パ

レ
ー
シ
ア
で
は
、
言
表
は
エ
ー
ト
ス
と
い
う
「
見
え
る
も
の
（
可
視
性
）」

体
を
指
す
。
フ
ー
コ
ー
に
よ
れ
ば
、「『
霊
性
』
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
探
求
、

実
践
お
よ
び
経
験
の
総
体
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
具
体
的
に
は
浄
化
、
修
練
、

放
棄
、
視
線
の
向
け
変
え
、
生
存
の
変
容
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
で
あ

り
得
ま
す
。
そ
れ
ら
は
認
識
で
は
な
く
、
主
体
に
と
っ
て
、
主
体
の
存
在

そ
の
も
の
に
と
っ
て
、
真
理
へ
の
道
を
開
く
た
め
に
支
払
う
べ
き
対
価
な

の
で
す（

7
）」。

　

こ
の
「
自
己
へ
の
配
慮
」
に
関
す
る
議
論
の
中
で
、
フ
ー
コ
ー
は
パ
レ

ー
シ
ア
と
い
う
語
を
初
め
て
口
に
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
パ
レ
ー
シ
ア
と

は
、
弟
子
を
導
く
師
が
も
つ
べ
き
技
術
で
あ
り
、
エ
ー
ト
ス
で
あ
る
。
こ

の
パ
レ
ー
シ
ア
は
二
つ
の
敵
を
持
つ
。
エ
ー
ト
ス
の
面
で
は
追
従
と
対
立

し
、
技
術
の
面
で
は
弁
論
術
（
レ
ト
リ
ッ
ク
）（8
）と
対
立
す
る
。
追
従
も

弁
論
術
も
、
対
話
者
（
弟
子
な
ど
）
が
自
己
自
身
と
適
切
な
関
係
を
結
ぶ

こ
と
を
妨
げ
、
話
し
手
（
弁
論
家
）
に
都
合
の
よ
い
状
況
を
作
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
反
対
に
、
パ
レ
ー
シ
ア
は
、
対
話
者
が
自
己
自
身
と
適
切

な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

し
か
る
べ
く
振
舞
お
う
と
す
る
人
は
、
他
者
（
師
）
を
必
要
と
す
る
、

と
ガ
レ
ノ
ス
は
述
べ
た
。
で
は
、
こ
の
師
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
何
か
。

そ
れ
は
機
会
（
カ
イ
ロ
ス
）
を
見
極
め
る
技
術
で
あ
る
。
パ
レ
ー
シ
ア
の

技
術
と
は
、
師
が
弟
子
に
言
葉
を
与
え
る
た
め
に
必
要
な
適
切
な
時
機
、

方
法
を
見
極
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
パ
レ
ー
シ
ア
の
技
術
で
あ
る
。

　

よ
り
重
要
な
の
は
、
エ
ー
ト
ス
の
面
で
あ
る
。
パ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
、
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造
が
変
化
す
る
。「
自
己
へ
の
配
慮
」
の
パ
レ
ー
シ
ア
は
忘
れ
ら
れ
た
わ

け
で
は
な
く
、
講
義
の
冒
頭
で
簡
単
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
後
に
、
フ
ー
コ
ー
は
パ
レ
ー
シ
ア
の
新
た
な
構
造
に
つ
い
て
論
じ
始
め

る
。
議
論
の
便
宜
上
、『
自
己
と
他
者
の
統
治
』
講
義
に
お
い
て
扱
わ
れ

る
パ
レ
ー
シ
ア
を
「
模
範
的
パ
レ
ー
シ
ア
」
と
呼
び
、『
主
体
の
解
釈
学
』

の
パ
レ
ー
シ
ア
と
区
別
し
た
い（

11
）。
フ
ー
コ
ー
は
こ
の
模
範
的
パ
レ
ー
シ

ア
の
具
体
例
と
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
と
デ
ィ
オ
ン
の
例
を
挙
げ
る
。
こ
こ
で

は
プ
ラ
ト
ン
の
例
を
参
照
し
よ
う
。

　

プ
ラ
ト
ン
は
、
シ
チ
リ
ア
の
僭
主
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
二
世
の
哲
学
教

育
を
デ
ィ
オ
ン
か
ら
依
頼
さ
れ
た
。
哲
学
王
の
理
想
を
実
現
で
き
る
と
い

う
期
待
か
ら
、
プ
ラ
ト
ン
は
そ
れ
を
引
き
受
け
る
。
そ
し
て
、
シ
チ
リ
ア

島
に
あ
る
宮
廷
で
プ
ラ
ト
ン
は
、
徳
や
勇
気
に
つ
い
て
演
説
を
す
る
。
こ

の
演
説
は
僭
主
の
取
り
巻
き
に
感
銘
を
与
え
た
。
だ
が
、
そ
れ
が
か
え
っ

て
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
を
苛
立
た
せ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
僭
主
は
プ
ラ
ト

ン
に
対
し
て
、「
ど
う
い
う
つ
も
り
で
シ
チ
リ
ア
に
や
っ
て
き
た
の
か
」

と
尋
ね
る
。
す
る
と
、
プ
ラ
ト
ン
は
「
立
派
な
人
間
を
探
し
に
来
た
の

だ
」
と
答
え
た
。
こ
の
発
言
を
自
分
へ
の
批
判
だ
と
受
け
取
っ
た
デ
ィ
オ

ニ
ュ
シ
オ
ス
二
世
は
、「
で
は
、
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
な
」

と
述
べ
て
対
話
を
打
ち
切
っ
た
。
そ
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
を
捕
ま
え
さ
せ
て
、

奴
隷
に
し
て
し
ま
う
こ
と
を
決
意
し
た
。
以
上
が
、
フ
ー
コ
ー
に
よ
っ
て

引
か
れ
た
、
プ
ラ
ト
ン
の
シ
チ
リ
ア
遠
征
の
例
で
あ
る
。

に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
フ
ー
コ
ー
の
初
期
の
著
作
『
知
の

考
古
学
』
で
は
、
言
表
と
は
主
体
と
そ
の
行
動
を
定
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
フ
ー
コ
ー
晩
年
の
講
義
に
あ
っ
て
は
、
主
体
の
支
え
が
な

い
と
力
を
持
た
な
い
、
特
殊
な
言
表
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
言
表
と
エ
ー
ト
ス
と
の
関
係
は
、
フ
ー
コ
ー
に
よ
れ

ば
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
改
悛
の
実
践
に
も
観
察
さ
れ
る
。
改
悛
の
儀
式

で
は
、
自
己
の
罪
を
、
ま
ず
公
衆
の
面
前
で
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
自
ら
の
告
白
を
、
衣
服
や
振
る
舞
い
な
ど
の
「
見
え
る
も
の
」
に

よ
っ
て
裏
打
ち
す
る
必
要
が
あ
る（

10
）。
と
こ
ろ
が
、
パ
レ
ー
シ
ア
と
告
白

で
は
、
語
り
手
が
、
指
導
者
か
指
導
さ
れ
る
者
か
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

こ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
儀
礼
で
は
、
指
導
さ
れ
る
者
（
改
悛
者
）
が
、
指
導

者
（
神
父
）
に
対
し
て
、
自
己
の
真
実
を
告
白
す
る
。
と
こ
ろ
が
、「
自

己
へ
の
配
慮
」
の
パ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
指
導
す
る
者
が
真
実
を
語
り
、
さ

ら
に
聞
き
手
の
前
で
、
言
表
を
自
ら
の
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ね
ば

な
ら
な
い
。
発
話
主
体
と
言
表
と
の
相
互
依
存
、
以
上
が
『
主
体
の
解
釈

学
』
に
お
け
る
パ
レ
ー
シ
ア
の
構
造
で
あ
る
。

第
二
章
　『
自
己
と
他
者
の
統
治
』
に
お
け
る 

　
　
　
　
　
模
範
的
パ
レ
ー
シ
ア

　

翌
年
の
講
義
『
自
己
と
他
者
の
統
治
』
で
は
、
こ
の
パ
レ
ー
シ
ア
の
構
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標
は
、
様
々
な
技
術
を
用
い
て
相
手
を
説
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
反
対
に
、

パ
レ
ー
シ
ア
と
は
「
本
当
だ
と
自
ら
が
考
え
る
こ
と
」
を
挑
発
的
に

0

0

0

0

述
べ

る
義
務
で
あ
り
勇
気
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
確
に
言
え
ば
、
パ
レ
ー

シ
ア
的
発
話
に
先
立
つ
目
的
は
存
在
し
な
い
。
具
体
例
を
挙
げ
る
と
、
プ

ラ
ト
ン
の
「
立
派
な
人
間
を
探
し
に
来
た
の
だ
」
と
い
う
発
言
は
、
説
得

を
目
的
と
し
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
は
「
挑
発
」
の
類
で
あ
る
。

実
際
に
、
こ
の
せ
い
で
プ
ラ
ト
ン
は
奴
隷
と
し
て
売
り
飛
ば
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
模
範
的
パ
レ
ー
シ
ア
は
説
得
で
は
な
い
。

　

第
三
に
、
パ
レ
ー
シ
ア
は
教
育
で
も
な
い
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
対
話
の
よ

う
に
、
相
手
に
真
理
を
想
起
を
さ
せ
る
こ
と
は
、
パ
レ
ー
シ
ア
の
目
的
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
は
反
対
に
、
パ
レ
ー

シ
ア
と
は
反
ア
イ
ロ
ニ
ー

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
、
と
フ
ー
コ
ー
は
言
う
。
三
度
プ
ラ
ト

ン
の
例
を
取
る
と
、
そ
こ
で
は
真
実
を
想
起
さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
プ
ラ
ト

ン
は
挑
発
的
な
言
葉
を
投
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
激
怒
し
た
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ

オ
ス
は
、
対
話
を
打
ち
切
っ
て
し
ま
う
。
終
い
に
は
、
怒
り
に
身
を
ゆ
だ

ね
て
パ
レ
ー
シ
ア
ス
テ
ー
ス
（
パ
レ
ー
シ
ア
を
行
使
す
る
者
）
で
あ
る
プ

ラ
ト
ン
に
復
讐
す
る
。
こ
の
一
連
の
物
語
は
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
の
成

長
を
何
ら
示
さ
な
い
。
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
は
プ
ラ
ト
ン
の
パ
レ
ー
シ
ア

の
甲
斐
な
く
、
愚
か
な
僭
主
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
パ
レ
ー

シ
ア
と
教
育
と
は
相
反
す
る
の
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
パ
レ
ー
シ
ア
は
議
論
で
も
な
い
。
た
し
か
に
、
ア
テ
ナ
イ
の

　

フ
ー
コ
ー
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
立
派
な
人
間
を
探
し
に
来
た
」
と
い
う

言
表
に
、
模
範
的
パ
レ
ー
シ
ア
を
発
見
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
パ
レ
ー
シ

ア
的
言
表
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
の
か
。
ま
ず
、
パ
レ
ー
シ
ア
で
は

な
い
も
の
（
論
証
・
説
得
・
教
育
・
議
論
）
と
比
較
し
て
、
こ
の
パ
レ
ー

シ
ア
的
言
表
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

第
一
に
、
パ
レ
ー
シ
ア
は
論
証
で
は
な
い
。
論
証
さ
れ
た
真
な
る
命
題

は
、
必
ず
し
も
パ
レ
ー
シ
ア
的
言
表
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
論
証
は
文

（
あ
る
い
は
命
題
）
を
最
小
単
位
と
す
る
が
、
パ
レ
ー
シ
ア
は
言
表
を
単

位
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
言
表
と
は
、
あ
る
発
話
行
為
を
そ
の

現
実
の
働
き
に
よ
っ
て
捉
え
る
た
め
の
単
位
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
よ
う
。

「
善
な
る
人
間
は
幸
福
で
あ
る
」
と
い
う
発
話
が
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
れ

は
、
あ
る
対
話
篇
で
は
、
論
証
さ
れ
た
真
な
る
命
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
な
ん
ら
攻
撃
的
な
性
格
を
も
た
な
い
。
し
か
し
、
不
正
な
僭
主
に
対

峙
し
て
、「
善
な
る
人
間
は
幸
福
で
あ
る
」
と
述
べ
る
こ
と
は
、
論
証
で

は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
後
者
の
事
例
こ
そ
が
、
パ
レ
ー
シ
ア
的
言
表
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
パ
レ
ー
シ
ア
は
必
ず
し
も
論
証
と
は
一
致
し
な
い
。

　

第
二
に
、
パ
レ
ー
シ
ア
は
説
得
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
ク
イ
ン
テ
ィ

リ
ア
ヌ
ス
の
『
修
辞
学
』
で
は
、
パ
レ
ー
シ
ア
と
は
「
一
切
の
修
辞
的
要

素
を
持
た
な
い
特
殊
な
レ
ト
リ
ッ
ク
」
と
説
明
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
パ
レ

ー
シ
ア
は
修
辞
学
の
一
技
術
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ー

コ
ー
の
考
え
で
は
、
両
者
は
目
標
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
。
修
辞
学
の
目
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比
較
し
た
い
。
つ
ま
り
、
パ
レ
ー
シ
ア
を
言
説
の
特
徴
か
ら
で
は
な
く
、

言
表
が
現
実
に
機
能
す
る
仕
方
か
ら
検
討
す
る
。

　

第
一
に
、
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
な
発
話
は
前
も
っ
て
決
め
ら
れ
た
文
脈

を
要
求
す
る
。
例
え
ば
、
あ
る
会
議
の
議
長
が
「
た
だ
い
ま
よ
り
会
を
開

催
し
ま
す
」
と
発
話
し
た
と
す
る
。
こ
の
言
表
は
真
偽
の
基
準
で
考
察
さ

れ
る
よ
り
、
実
際
に
会
が
開
か
れ
た
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
成
否
の
観
点
で

考
え
ら
れ
た
方
が
有
効
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
な

発
話
に
は
一
定
の
文
脈
が
必
要
で
あ
る
。
同
様
に
、
パ
レ
ー
シ
ア
に
も
、

あ
る
程
度
定
ま
っ
た
場
面
が
存
在
す
る
。
パ
レ
ー
シ
ア
ス
テ
ー
ス
と
そ
の

対
話
者
で
あ
る
権
力
者
、
さ
ら
に
は
第
三
者
（
こ
こ
で
は
権
力
者
の
取
り

巻
き
）
で
あ
る
。

　

で
は
、
両
者
の
違
い
は
何
か
。
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
な
発
話
で
は
、
事

前
に
定
め
ら
れ
た
結
果
が
生
じ
る
。
上
述
の
例
で
言
え
ば
、
結
果
は
会
が

開
か
れ
る
か
否
か
、
で
あ
る
。
他
方
で
、
パ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
は
、
結

果
は
予
想
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
正
否
の
基
準
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
。
聞

き
手
（
僭
主
）
が
ど
う
い
う
反
応
に
で
る
か
、
事
前
に
は
分
か
ら
な
い
か

ら
だ
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
発
話
行
為
の
主
体
（
プ
ラ
ト
ン
）
が
、
自

分
の
死
も
含
め
た
無
限
定
の
リ
ス
ク
に
晒
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。「
パ
レ
ー
シ
ア
の
言
表
を
定
義
す
る
も
の
、
ま
た
パ
レ
ー
シ
ア
と

い
う
か
た
ち
で
真
実
を
言
い
表
す
こ
と
を
、
他
の
言
表
の
か
た
ち
や
他
の

真
理
の
定
式
の
う
ち
で
完
全
に
特
異
な
も
の
に
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、

民
主
制
に
お
け
る
パ
レ
ー
シ
ア
と
は
、
優
れ
た
市
民
た
ち
が
自
ら
の
率
直

さ
（
パ
レ
ー
シ
ア
）
を
用
い
て
議
論
を
交
わ
す
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
し

て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
考
え
で
は
、
発
言
の
自
由
と
い
う
形
式
的
な
条

件
に
加
え
、
パ
レ
ー
シ
ア
に
よ
る
活
発
な
議
論
が
、
民
主
制
が
よ
く
機
能

す
る
た
め
の
条
件
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
パ
レ
ー
シ
ア
と
議
論
と
は
似

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
模
範
的
パ
レ
ー
シ
ア
は
、
ひ
と
た
び

発
話
さ
れ
る
と
、
言
論
に
よ
る
応
酬
を
中
断
さ
せ
る
。
教
育
と
の
比
較
で

示
し
た
よ
う
に
、
パ
レ
ー
シ
ア
的
言
表
は
、
聞
き
手
を
激
怒
さ
せ
、
対
話

を
打
ち
切
る
か
ら
だ
。
パ
レ
ー
シ
ア
の
後
の
応
酬
と
は
、
言
説
で
は
な
く
、

そ
れ
以
外
の
方
法
（
例
え
ば
暴
力
）
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、

議
論
と
パ
レ
ー
シ
ア
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

以
上
の
比
較
か
ら
、
パ
レ
ー
シ
ア
的
言
表
は
言
説
の
様
態
や
目
的
に
よ

っ
て
定
義
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
パ
レ
ー
シ
ア

と
は
、
何
か
に
役
立
つ
言
表
で
は
な
い
。
プ
ラ
ト
ン
の
パ
レ
ー
シ
ア
は
、

デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
が
反
省
し
、
よ
き
統
治
者
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ト
ン
と
デ
ィ
オ
ン
の
パ
レ

ー
シ
ア
の
甲
斐
も
な
く
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
は
愚
か
な
僭
主
の
ま
ま
で

あ
っ
た
。

　

で
は
、
言
説
の
様
態
と
目
的
か
ら
定
義
で
き
な
い
な
ら
ば
、
模
範
的
パ

レ
ー
シ
ア
の
固
有
性
は
ど
う
捉
え
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
。
以
下
で
は
、
言

語
行
為
論
で
分
析
さ
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
な
言
表
と
パ
レ
ー
シ
ア
を
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者
か
ら
な
る
場
面
で
発
話
さ
れ
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
際
、
第

三
者
が
発
話
主
体
に
対
し
て
も
つ
感
情
や
関
係
は
問
わ
れ
な
い
。
対
話
の

外
に
い
る
第
三
者
が
対
話
を
目
撃
し
て
い
る
、
と
い
う
事
実
が
重
要
な
の

で
あ
る
。
模
範
的
パ
レ
ー
シ
ア
と
は
、
個
人
的
な
関
係
の
な
か
で
実
現
さ

れ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
パ
レ
ー
シ
ア
は
、
第
三
者
で
あ
る
公
衆
の
面
前

で
な
さ
れ
る
。
こ
の
公
衆
の
視
線
が
、「
私
は
そ
の
真
理
を
語
っ
た
ま
さ

に
そ
の
人
で
あ
る（

13
）」
と
い
う
こ
と
を
、
つ
ま
り
発
話
主
体
と
言
表
と
の

一
致
を
保
証
す
る
。
フ
ー
コ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
こ
の
闘
い
と

い
う
か
挑
戦
、
暴
君
の
前
に
立
ち
上
が
り
、
宮
廷
全
体
か
ら
見
ら
れ
、
聞

か
れ
て
い
る
状
態
で
真
実
を
語
る
と
い
う
こ
の
重
要
な
場
面
〔
を
通
じ

て
〕
現
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
協
約
な
の
で
す（

14
）」。
そ
し
て
、

こ
の
一
致
が
パ
レ
ー
シ
ア
の
実
現
を
可
能
に
す
る
の
だ（

15
）。

　

最
後
に
第
三
の
違
い
に
移
ろ
う
。
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
な
言
表
の
発
話

主
体
は
、
決
め
ら
れ
た
文
脈
や
自
ら
の
占
め
る
立
場
に
よ
っ
て
、
発
話
内

容
を
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
。
た
と
え
ば
、
開
会
の
直
前
に
議
長
席
に
座
っ

た
人
物
が
語
れ
る
の
は
、「
こ
れ
か
ら
会
を
始
め
ま
す
」
と
い
う
言
表
の

み
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
パ
レ
ー
シ
ア
的
言
表
は
、
発
話
主
体
の
立

場
に
規
定
さ
れ
ず
、
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
に
、
自
ら
の
信
念
を
自
由
に
述
べ

る
勇
気
を
特
徴
と
す
る
。
つ
ま
り
、
パ
レ
ー
シ
ア
が
存
在
す
る
の
は
、
ま

ず
発
話
者
に
自
由
な
発
話
の
余
地（

16
）が
残
さ
れ
て
い
る
と
き
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
パ
レ
ー
シ
ア
に
固
有
の
文
脈
が
「
パ
レ
ー
シ
ア
ス

そ
れ
は
、
パ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
危
険
が
開
か
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で

す（
12
）」。
言
表
の
予
見
不
可
能
な
リ
ス
ク
、
こ
れ
が
パ
レ
ー
シ
ア
的
言
表

の
第
一
の
特
徴
で
あ
る
。

　

第
二
の
差
異
に
移
ろ
う
。
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
な
発
話
の
主
体
は
、
発

話
に
見
合
っ
た
立
場
を
占
め
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、

「
あ
な
た
に
洗
礼
を
施
し
ま
す
」
と
い
う
人
物
は
、
洗
礼
す
る
の
に
見
合

っ
た
立
場
を
占
め
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
洗
礼
す
る
人
物
が
、

発
話
内
容
を
実
際
に
信
じ
て
い
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
は
な
い
。
発
言
と

彼
の
信
念
と
の
関
係
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
な
発
話
に
お
い
て
は
重
要

で
は
な
い
。
神
父
な
ど
の
発
言
に
見
合
う
立
場
に
つ
い
て
い
れ
ば
、
こ
の

発
話
内
容
は
遂
行
さ
れ
る
。
反
対
に
、
パ
レ
ー
シ
ア
的
言
表
に
お
い
て
は
、

発
話
者
は
自
分
の
信
念
を
、
つ
ま
り
本
当
だ
と
思
う
こ
と
を
語
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
発
話
内
容
が
偽
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
真

偽
は
問
わ
れ
な
い
。
大
切
な
の
は
、
発
話
主
体
が
自
ら
の
語
る
真
実
を
、

本
当
に
真
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
パ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
は
、

発
話
内
容
と
信
念
と
の
一
致
が
必
ず
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
一
致
は
も
ち
ろ
ん
自
明
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
信
念
と
い
う
も

の
は
、
直
接
目
に
見
え
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。
で
は
、
何
が
両
者
の

一
致
を
保
証
す
る
の
か
。

　

そ
れ
は
、
パ
レ
ー
シ
ア
の
「
公
的
な
性
格
」
で
あ
る
、
と
フ
ー
コ
ー
は

述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
パ
レ
ー
シ
ア
ス
テ
ー
ス
・
僭
主
・
取
り
巻
き
の
三



言語社会　第 6号　　156

模
範
的
パ
レ
ー
シ
ア
の
構
成
要
素
で
あ
る
。

　

以
上
、『
主
体
の
解
釈
学
』
と
『
自
己
と
他
者
の
統
治
』
に
見
ら
れ
る

パ
レ
ー
シ
ア
の
構
造
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
き
た
。
で
は
、
両
者
の
相
違

は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
は
共
通
点
を
見
て
み
よ
う
。
両
方
の
パ
レ
ー
シ
ア
的
言
表
は
、
発

話
主
体
と
の
関
係
を
必
要
と
す
る
。『
主
体
の
解
釈
学
』
で
は
、
師
の
エ

ー
ト
ス
が
、
発
話
さ
れ
た
言
表
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
た
。『
自

己
と
他
者
の
統
治
』
で
は
、
第
三
者
の
視
線
が
、
言
表
と
発
話
主
体
と
の

一
致
を
保
証
し
た
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
フ
ー
コ
ー
が
、
主
体
の
エ

ー
ト
ス
（
見
え
る
も
の
）
の
水
準
に
比
重
が
置
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
初

期
の
著
作
の
『
知
の
考
古
学
』
で
は
、
言
表
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
想
起
し
た
い
。
佐
々
木
は
こ
う
述
べ
る
。
晩
年
の
「
フ
ー
コ
ー
は
誤
解

の
余
地
無
く
『
可
視
性
』
の
水
準
、
す
な
わ
ち
こ
の
分
析
の
レ
ベ
ル
に
お

け
る
『
生
存
の
文
体
論
』〔
引
用
者
注

：

エ
ー
ト
ス
〕
の
水
準
の
確
固
た

る
独
立
性
を
認
め
て
い
る（

18
）」。

　

で
は
、
二
つ
の
パ
レ
ー
シ
ア
の
差
異
に
移
ろ
う
。
第
一
の
違
い
は
、
危

険
の
有
無
で
あ
る
。『
主
体
の
解
釈
学
』
の
パ
レ
ー
シ
ア
に
は
、
リ
ス
ク

は
存
在
し
な
い
。
対
し
て
、
模
範
的
パ
レ
ー
シ
ア
の
実
現
に
と
っ
て
リ
ス

ク
の
存
在
は
必
須
で
あ
る
。
フ
ー
コ
ー
に
よ
れ
ば
、
模
範
的
パ
レ
ー
シ
ア

が
実
現
さ
れ
る
の
は
、
聞
き
手
が
プ
ラ
ト
ン
へ
の
報
復
を
実
行
に
移
し
た

と
き
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
現
実
に
起
き
た
出
来
事
（
報
復
）
が
パ

テ
ー
ス
・
僭
主
・
取
り
巻
き
」
か
ら
な
る
と
記
し
て
き
た
。
し
か
し
、
パ

レ
ー
シ
ア
ス
テ
ー
ス
と
い
う
役
割
は
あ
ら
か
じ
め
存
在
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
、
パ
レ
ー
シ
ア
的
言
表
を
発
し
た
と
き
の
プ
ラ
ト
ン
は
、

デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
二
世
を
教
育
し
に
や
っ
て
き
た
教
師
で
あ
っ
た
。
だ

か
ら
、
プ
ラ
ト
ン
が
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
二
世
に
「
ど
う
し
て
シ
チ
リ
ア

に
来
た
の
か
」
と
問
わ
れ
た
と
き
に
、
あ
え
て
「
徳
の
高
い
人
を
探
す
た

め
」
な
ど
と
挑
発
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。「
あ
な
た
が
哲
学
を
勉
強
し

た
い
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
の
で
、
こ
ち
ら
に
や
っ
て
来
ま

し
た
」
と
言
う
の
が
、
教
育
者
プ
ラ
ト
ン
の
妥
当
な
回
答
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
プ
ラ
ト
ン
は
そ
う
は
言
わ
な
か
っ
た
。「
お
ま
え
は
徳
を
修
め
て
い

な
い
」
と
い
う
信
念
を
プ
ラ
ト
ン
は
示
し
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
プ
ラ
ト
ン

は
そ
の
よ
う
な
危
険
を
犯
し
た
の
か
。

　

そ
れ
は
、
真
実
を
語
る
義
務
を
プ
ラ
ト
ン
が
自
分
に
課
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
事
な
の
は
、
発
話
主
体
が
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
信
念

を
述
べ
る
勇
気

0

0

を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
パ
レ
ー
シ

ア
的
言
表
は
無
制
限
の
リ
ス
ク
を
語
り
手
に
も
た
ら
す
。
こ
の
危
険
を
、

語
る
主
体
は
発
話
の
瞬
間
に
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
そ
の
限

り
に
お
い
て
、
パ
レ
ー
シ
ア
の
核
心
に
見
出
さ
れ
る
の
は
主
体
の
社
会
的
、

制
度
的
な
ス
テ
イ
タ
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
の
は
、

そ
の
主
体
の
勇
気
な
の
で
す（

17
）」。
不
確
定
な
リ
ス
ク
の
存
在
、
自
ら
の

信
念
を
語
る
こ
と
、
そ
の
際
に
必
要
と
さ
れ
る
主
体
の
勇
気
、
こ
れ
ら
が
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と
は
何
か
」
と
い
う
文
章
を
公
表
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
公

衆
と
は
三
人
称
で
あ
る
。
こ
の
事
実
と
、
理
性
の
公
的
使
用
は
無
関
係
で

は
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
理
性
の
公
的
使
用
と
パ
レ
ー
シ
ア
と
を
つ
な
ぐ
こ

と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

両
者
の
パ
レ
ー
シ
ア
の
相
違
は
以
上
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
帰
結
は

何
を
意
味
す
る
の
か
。
本
論
の
問
い
は
、
二
つ
の
パ
レ
ー
シ
ア
の
構
造
上

の
違
い
と
、
そ
の
帰
結
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
構
造
上
の
違

い
と
は
、
パ
レ
ー
シ
ア
的
発
話
に
第
三
者
が
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
繰

り
返
し
に
な
る
が
、
模
範
的
パ
レ
ー
シ
ア
に
は
、
対
話
に
直
接
参
加
し
て

い
な
い
第
三
者
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
三
人
称
は
、『
主
体
の
解
釈
学
』

に
は
存
在
し
な
い
。
で
は
、
こ
の
第
三
者
が
存
在
す
る
こ
と
の
帰
結
は
何

か
。
こ
の
問
い
に
完
全
に
答
え
る
に
は
紙
面
が
残
り
少
な
い
の
で
、
以
下

で
は
仮
説
を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
い
。

　

私
見
で
は
、
こ
の
第
三
者
は
、「
自
己
へ
の
配
慮
」
の
議
論
を
補
完
す

る
形
で
要
請
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。『
自
己
と
他
者
の
統
治
』

講
義
の
後
半
で
、
フ
ー
コ
ー
は
プ
ラ
ト
ン
の
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
を
解
釈
し

て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
言
説
の
弁
論
術
的
な
あ
り
方
と
哲
学
的
な
あ
り
方

と
が
区
別
さ
れ
る
。
言
説
の
弁
論
術
的
な
あ
り
方
は
、
ま
ず
魂
に
配
慮
を

し
な
い
。
つ
ま
り
、「
自
己
へ
の
配
慮
」
が
欠
け
て
い
る
。
大
事
な
の
は
、

次
の
、
こ
の
弁
論
術
的
な
あ
り
方
が
、
真
実
在
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
る

と
い
う
点
だ
。
他
方
で
、
言
説
の
哲
学
的
な
あ
り
方
、
つ
ま
り
対
話
術
は
、

レ
ー
シ
ア
の
条
件
な
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
プ
ラ
ト
ン
が
際
限

の
な
い
危
険
を
引
き
受
け
て
発
話
を
す
る
こ
と
が
、
パ
レ
ー
シ
ア
の
条
件

な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
体
の
勇
気
が
パ
レ
ー
シ
ア
の
必
須
の
条

件
と
な
る
。

　

第
二
に
、
発
話
主
体
と
言
表
と
の
結
び
つ
き
を
目
撃
す
る
人
物
の
違
い

が
あ
る
。『
主
体
の
解
釈
学
』
の
パ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
弟
子
（
二
人
称
）

の
視
線
が
、
師
（
一
人
称
）
の
振
る
舞
い
と
言
表
と
の
一
致
を
確
認
す
る
。

他
方
、
模
範
的
パ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
僭
主
（
二
人
称
）
の
視
線
は
問
題
で

は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
三
人
称
で
あ
る
公
衆
の
視
線
が
、
パ
レ
ー
シ
ア
ス

テ
ー
ス
（
一
人
称
）
の
振
る
舞
い
と
言
表
と
の
結
び
つ
き
を
保
証
し
て
い

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
公
衆
と
い
う
概
念
は
、
晩
年
の
フ
ー
コ
ー
に
と
っ
て

重
要
な
概
念
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
自
己
と
他
者
の
統
治
』
の
初
回

講
義
で
、
カ
ン
ト
の
「
啓
蒙
と
は
何
か
」
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
確
認
で
き
る
。「
啓
蒙
と
は
何
か
」
の
発
表
媒
体
が
『
ベ
ル
リ
ン

月
報
』
と
い
う
雑
誌
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
フ
ー
コ
ー
は
啓
蒙
の
中
心

概
念
の
一
つ
に
公
衆
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。「
公
衆
と
い
う
の
は
ひ
と

つ
の
現
実
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
有
識
者
の
学
会
や
協
会
や
雑
誌
の
よ
う
な

制
度
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
打
ち
立
て
ら
れ
描
き
出
さ
れ
る
現
実
だ
っ
た
の

で
あ
り
、
そ
う
し
た
枠
の
中
で
流
通
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す（

19
）」。
雑

誌
や
学
会
、
有
識
者
か
ら
成
る
「
公
衆
」
を
面
前
に
、
カ
ン
ト
は
「
啓
蒙
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で
で
判
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
第
三
者
と
い
う
点
の
意
義
に
つ
い
て

は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

結
論
　
政
治
と
エ
ー
ト
ス

　

以
上
、
私
た
ち
は
『
主
体
の
解
釈
学
』
の
パ
レ
ー
シ
ア
と
『
自
己
と
他

者
の
統
治
』
の
模
範
的
パ
レ
ー
シ
ア
と
の
相
違
を
検
討
し
た
。
共
通
す
る

の
は
、
二
つ
の
パ
レ
ー
シ
ア
で
共
に
、
言
表
が
発
話
行
為
の
主
体
の
エ
ー

ト
ス
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
違
い
は
、
第
一
に
は
、
リ
ス
ク

の
有
無
で
あ
る
。『
主
体
の
解
釈
学
』
の
パ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
発
話
主
体

は
リ
ス
ク
を
負
う
必
要
が
な
い
。
対
し
て
、
模
範
的
パ
レ
ー
シ
ア
で
は
、

リ
ス
ク
を
引
き
受
け
る
勇
気
こ
そ
が
、
パ
レ
ー
シ
ア
の
実
現
の
条
件
で
あ

っ
た
。
第
二
に
、
言
表
と
エ
ー
ト
ス
と
の
結
び
つ
き
を
目
撃
す
る
主
体
が

異
な
る
。
前
者
で
は
、
個
人
的
な
関
係
に
お
い
て
、
弟
子
が
師
の
言
表
と

振
る
舞
い
の
一
致
を
確
認
し
た
。
他
方
で
、
後
者
で
は
、
第
三
者
で
あ
る

公
衆
の
視
線
が
、
パ
レ
ー
シ
ア
ス
テ
ー
ス
と
言
表
と
の
結
び
つ
き
を
確
実

に
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
パ
レ
ー
シ
ア
論
は
細
部
に
拘
泥
し
て
い
る
印
象

を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
っ
た
い
、
こ
の
議
論
の
実
践
的
な
帰
結
と

は
何
な
の
か
。
以
下
で
は
、
先
に
引
い
た
佐
々
木
の
パ
レ
ー
シ
ア
論
が
抱

え
る
あ
い
ま
い
な
点
を
指
摘
し
、
晩
年
の
フ
ー
コ
ー
の
問
題
を
明
る
み
に

第
一
に
、
主
体
の
実
践
と
し
て
の
「
自
己
へ
の
配
慮
」
を
含
む
。
第
二
に
、

こ
の
言
説
は
真
実
在
と
恒
常
的
に
関
係
す
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
哲
学
の
言

説
が
常
に
真
理
を
述
べ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
そ

う
で
は
な
く
、
指
導
者
（
師
）
と
指
導
さ
れ
る
者
（
弟
子
）
は
、
真
実
在

（
第
三
者
）
に
た
え
ず
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
だ
。
換
言
す
れ

ば
、
師
と
弟
子
に
対
し
て
、
真
実
在
は
常
に
外
部
に
存
在
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
対
話
術
は
、
師
・
弟
子
・
真
実
在
の
三
項
か
ら
な
る
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
分
析
で
も
、
第
三
者

の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
こ
こ
で
哲
学
と
自
己
変
容
が
同
じ
類
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、『
主
体
の
解
釈
学
』
で
は
、
哲
学
は

む
し
ろ
認
識
の
モ
デ
ル
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
こ
で
は
、
哲

学
に
自
己
変
容
は
存
在
し
な
い
。
哲
学
は
「
自
己
へ
の
配
慮
」
の
伝
統
か

ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
確
認
し
た
よ
う
に
、
翌
年
の
講
義
で

は
、
哲
学
は
自
己
変
容
の
流
れ
の
な
か
に
位
置
す
る
。
こ
の
よ
う
な
哲
学

の
復
権
は
、『
自
己
と
他
者
の
統
治
』
講
義
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
る
。
例

え
ば
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
第
七
書
簡
」
分
析
が
そ
う
で
あ
る
。
で
は
、
フ
ー

コ
ー
は
哲
学
に
い
っ
た
い
何
を
見
つ
け
た
の
か
。
そ
れ
は
、
第
三
者
で
あ

る
真
実
在
と
の
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
主
体
の
解
釈
学
』
で
の

「
自
己
へ
の
配
慮
」
は
、
二
者
関
係
（
師
と
弟
子
）
で
あ
っ
た
の
に
た
い

し
て
、
模
範
的
パ
レ
ー
シ
ア
は
三
項
関
係
と
な
る
。
以
上
が
、
現
時
点
ま
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理
的
な
関
係
と
い
う
主
題
が
扱
わ
れ
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
た
。
政
治
思

想
が
公
正
な
分
配
の
問
題
に
還
元
さ
れ
て
お
り
、
主
体
の
エ
ー
ト
ス
の
問

い
が
扱
わ
れ
な
い
こ
と
を
、
フ
ー
コ
ー
は
問
題
視
し
て
い
た
の
だ
。

　

ま
た
フ
ー
コ
ー
の
議
論
に
つ
い
て
、
佐
々
木
は
次
の
よ
う
な
批
判
を
し

て
い
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
に
お
け
る
「
自
己
へ
の
配
慮
」
の
伝

統
と
は
、
社
会
階
層
の
差
異
化
、
つ
ま
り
デ
ィ
ス
タ
ン
ク
シ
オ
ン
に
す
ぎ

な
い（

21
）。
古
代
全
体
が
「
深
い
誤
謬
」
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
と
い
う
フ

ー
コ
ー
の
発
言
は
、
こ
の
問
題
に
（
遅
ま
き
な
が
ら
）
気
づ
い
た
こ
と
か

ら
生
じ
た
と
い
う
の
だ
。「
自
己
の
技
術
」
と
デ
ィ
ス
タ
ン
ク
シ
オ
ン
と

い
う
論
点
は
脇
に
お
く
と
し
て
、
フ
ー
コ
ー
が
彼
自
身
の
「
自
己
へ
の
配

慮
」
研
究
そ
れ
自
体

0

0

0

0

0

0

を
誤
謬
だ
と
捉
え
て
い
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
古
代
の
政
治
思
想
が
主
体
の
エ
ー
ト
ス
を
ど
う
問
題
化
し
た

か
、
そ
の
問
題
構
成
化
を
探
る
こ
と
が
研
究
の
目
的
だ
っ
た
か
ら
だ
。

「
自
己
へ
の
配
慮
」
の
研
究
は
、
現
代
に
直
接
応
用
で
き
る
答
え

0

0

を
求
め

て
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
代
ギ
リ
シ

ア
・
ロ
ー
マ
の
「
自
己
の
陶
冶
」
の
文
化
を
「
深
い
誤
謬
」
と
述
べ
た
に

し
て
も
、
そ
れ
は
晩
年
の
フ
ー
コ
ー
の
矛
盾
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
そ

も
そ
も
、
佐
々
木
自
身
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
エ
ー
ト
ス
と
言
表
と

の
間
に
唯
一
必
然
の
関
係
は
存
在
し
な
い
。
必
然
的
な
も
の
が
な
い
以
上
、

す
べ
て
の
関
係
は
、
あ
る
意
味
で
は
「
誤
謬
」
な
の
で
あ
る（

22
）。

　

し
か
し
、
政
治
の
場
に
お
け
る
主
体
の
エ
ー
ト
ス
と
は
、
何
を
意
味
し

出
す
こ
と
に
し
た
い
。

「
自
己
の
自
己
へ
の
関
係
が
、

―
ま
さ
に
支
配
状
態
と
し
て
理
解
さ
れ

た

―
政
治
権
力
に
対
す
る
唯
一
可
能
な
抵
抗
点
で
あ
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
」
と
い
う
フ
ー
コ
ー
の
言
葉
を
、
同
論
文
で
佐
々
木
は
引
く
。
そ
こ
か

ら
、
自
己
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
の
フ
ー
コ
ー
の
研
究
は
、
迷
走
で
あ
っ
た

と
結
論
づ
け
る
。
こ
れ
に
答
え
る
た
め
に
、
こ
の
発
言
が
為
さ
れ
た
状
況

を
整
理
し
た
い
。
上
記
の
発
言
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ワ
ー
の
質
問
に
対
し

て
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ワ
ー
の
質
問
は
、

講
義
で
の
フ
ー
コ
ー
の
言
葉
を
め
ぐ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
い
っ
た
い
、

フ
ー
コ
ー
は
そ
の
箇
所
で
何
を
述
べ
た
の
か
。

　

今
日
の
私
た
ち
は
、
自
己
の
倫
理
を
再
構
成
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る

と
は
と
て
も
言
え
な
い
よ
う
な
状
態
で
あ
る
こ
と
が
お
わ
か
り
で
し
ょ

う
。
自
己
の
倫
理
を
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
一
連
の
努
力
は
動
き
を
止

め
、
凝
固
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
〔
…
…
〕
私
は
、
こ
う
し
た
動
き
の

中
に
、
自
己
の
倫
理
の
再
構
成
が
不
可
能
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
る
よ
う

な
何
か
を
見
て
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
自
己
の
倫
理
を
構
成
す
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
緊
急
か
つ

根
本
的
な
課
題
で
あ
り
、
政
治
的
に
も
不
可
欠
な
課
題
な
の
で
す（

20
）。

　　

こ
れ
は
、
佐
々
木
の
理
解
と
は
逆
で
あ
る
。
フ
ー
コ
ー
は
、
自
己
の
倫
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方
で
、
お
べ
っ
か
使
い
と
は
、
言
表
と
エ
ー
ト
ス
と
が
切
り
離
さ
れ
て
い

る
者
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
お
べ
っ
か
使
い
は
自
己
の
発
言
に
対
し
て
責
任

を
取
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
お
べ
っ
か
使
い
が
蔓
延
す
る
民
主
制
と
は
、

つ
ま
り
衆
愚
制
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
民
主
制
と
衆
愚
制
と
は
、
言
表

と
発
話
主
体
の
エ
ー
ト
ス
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
整
理
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
衆
愚
制
に
は
二
重
の
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、
言
表
と
発
話
主

体
の
エ
ー
ト
ス
が
一
致
し
な
く
な
る
（
お
べ
っ
か
使
い
の
台
頭
）。
第
二

に
、
エ
ー
ト
ス
の
次
元
そ
の
も
の
が
政
治
の
場
で
問
題
化
さ
れ
な
く
な
る

（
政
治
思
想
に
お
け
る
エ
ー
ト
ス
の
忘
却
）。
そ
れ
ゆ
え
、
各
自
が
自
分
の

関
心
に
の
み
し
た
が
っ
て
、
好
き
勝
手
言
う
状
況
が
蔓
延
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
二
つ
の
問
題
が
絡
ま
り
、
よ
き
民
主
制
の
再
来
を
構
造
的
に
困

難
に
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
言
表
と
の
主
体
と
の
乖
離
は
問
題
で
あ
る
、

と
い
う
問
題
そ
の
も
の
が
議
論
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
フ
ー
コ

ー
の
晩
年
の
仕
事
は
、
こ
の
忘
れ
ら
れ
た
エ
ー
ト
ス
の
問
題
を
思
い
だ
さ

せ
る
た
め
に
な
さ
れ
た
、
と
言
う
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
本
論
を
締
め
る
に
あ
た
り
、『
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
伝
』
の

一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
い
。
パ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
言
表
と
主

体
の
エ
ー
ト
ス
と
の
関
係
、
そ
し
て
政
治
主
体
の
エ
ー
ト
ス
を
め
ぐ
る
本

論
文
の
議
論
が
空
論
で
は
な
い
こ
と
が
、
こ
の
小
話
で
は
よ
く
示
さ
れ
て

い
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
で
不
当
な
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
フ
ー
コ

て
い
る
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
フ
ー
コ
ー
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
私
の
印
象
で
は
、
十
九
世
紀
の
政
治
思
想
に
お
い
て
は

―
お
そ
ら
く

も
っ
と
先
ま
で
、
つ
ま
り
ル
ソ
ー
や
ホ
ッ
ブ
ズ
ま
で
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
が

―
、
政
治
的
な
主
体
は
、
自
然
主
義
の
用
語
で
あ
れ
、

実
定
法
の
用
語
で
あ
れ
、
ま
ず
は
法
の
主
体
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
倫
理
的
主
体
の
問
題
は
、
今
日
の
政
治
思
想
の
な
か
で
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
地
位
を
占
め
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん（

23
）」。
実
際
、

『
自
己
と
他
者
の
統
治
』
で
、
フ
ー
コ
ー
は
「
政
治
的
な
る
も
のle poli-

tique

」（
政
治
の
課
題
を
最
良
の
政
治
体
制
、
最
良
の
分
配
方
法
を
決
定

す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
立
場
）
ば
か
り
が
議
論
さ
れ
る
事
態
に
た
い
し
て

危
機
感
を
表
明
し
て
い
た
。
政
治
の
場
に
お
け
る
主
体
の
あ
り
方
の
問
題

は
、「
政
治
的
な
る
も
の
」
の
思
索
の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

た
し
か
に
、
今
日
に
あ
っ
て
政
治
家
の
エ
ー
ト
ス
が
問
題
と
な
る
の
は
、

ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
行
為

―
失
言
、
不
倫
な
ど
自
己
の
支
配
を
貫
徹
で

き
て
い
な
い
こ
と
を
表
す
所
作

―
が
や
り
だ
ま
に
あ
げ
ら
れ
る
と
き
だ

け
か
も
し
れ
な
い
。

　

政
治
主
体
の
エ
ー
ト
ス
が
問
題
視
さ
れ
な
い
と
い
う
事
態
は
、
古
代
ギ

リ
シ
ア
で
も
生
じ
た
。
事
実
、
民
主
制
の
失
墜
の
原
因
と
は
、
自
ら
の
信

念
を
公
に
す
る
パ
レ
ー
シ
ア
ス
テ
ー
ス
が
減
り
、
自
己
の
利
益
だ
け
を
求

め
る
お
べ
っ
か
使
い
の
数
が
増
え
た
こ
と
に
あ
る
。
パ
レ
ー
シ
ア
ス
テ
ー

ス
と
は
、
言
表
を
自
ら
の
振
る
舞
い
で
裏
打
ち
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
他
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ス
ペ
イ
ン
に
ぼ
く
た
ち
が
体
を
使
っ
て
乗
り
込
む
こ
と
、
そ
れ
は
危
険
を

0

0

0

と
も
な
う
に
し
て
も

0

0

0

0

0

0

0

0

（
お
そ
ら
く
た
い
し
た
危
険
で
は
あ
る
ま
い
が
、
し

か
し
危
険
は
あ
る
に
は
あ
る
）、
そ
の
こ
と
が
重
要
、
そ
の
こ
と
が
新
し

い
、
そ
の
こ
と
は
こ
れ
ま
で
決
し
て
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
だ（

24
）」。
こ
の

発
言
に
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
議
論
の
内
容
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
だ
ろ
う
。
フ
ー
コ
ー
の
仕
事
が
常
に
現
実
の
問
題
と
リ
ン
ク
し

て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
見
事
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

ー
は
他
の
仲
間
と
共
に
抗
議
行
動
を
組
織
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
、
フ
ー

コ
ー
は
ス
ペ
イ
ン
に
直
接
抗
議
を
し
に
行
く
と
い
う
考
え
に
魅
了
さ
れ
て

い
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
仲
間
た
ち
に
こ
う
述
べ
た
。「
ぼ
く
ら
は
、
請
願

と
か
声
明
と
か
デ
モ
と
か
で
は
も
は
や
充
分
に
表
明
で
き
な
い
あ
の
連
帯

を
、
体
を
使
っ
て

0

0

0

0

0

効
果
的
に
、
現
場
に
い
る
こ
と
で
表
そ
う
」。
そ
れ
に

対
し
て
、「
記
者
会
見
を
開
く
の
で
は
だ
め
か
」
と
他
の
メ
ン
バ
ー
が
言

う
の
だ
が
、
フ
ー
コ
ー
は
こ
う
反
論
す
る
。「
ぼ
く
た
ち
に
不
足
し
て
い

る
の
は
、
自
分
の
行
動
を
演
劇

0

0

に
仕
立
て
て
や
ろ
う
と
い
う
着
想
な
ん
だ
。

（
1
）M

ichel Foucault, Le gouvernem
ent de soi et des autres. Cours 

au Collège de France 

（1982︲1983

）, Paris, Gallim
ard/Seuil, 

2008, 
p.56.

〔『
自
己
と
他
者
の
統
治　

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス

講
義　

一
九
八
二
―
一
九
八
三
年
度
』、
阿
部
崇
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇

一
〇
年
、
七
一
頁
〕（
以
下
Ｇ
Ｓ
Ａ
と
略
す
）

（
2
）
中
山
元
、『
賢
者
と
羊
飼
い　

フ
ー
コ
ー
と
パ
レ
ー
シ
ア
』、
筑
摩
書
房
、

二
〇
〇
八
年
。

（
3
）
廣
瀬
浩
司
、『
後
期
フ
ー
コ
ー　

権
力
か
ら
主
体
へ
』、
青
土
社
、
二
〇
一

一
年
。

（
4
）M

ichel Foucault, Le courage de la vérité. Le gouvernem
ent de 

soi et des autres II, Cours aux, Collège de France 

（1983︲
1984

）, Paris, Gallim
ard/ Seuil, 2009, p.9.

（
5
）
晩
年
の
フ
ー
コ
ー
は
、
エ
ー
ト
ス
を
次
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
て
い
る
。

「
エ
ー
ト
スêthos

と
は
、
存
在
様
態
の
こ
と
、
そ
し
て
振
る
舞
い
の
様

式
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
主
体
の
存
在
様
態
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て

他
人
の
目
に
も
見
え
る
よ
う
な
、
行
動
の
あ
る
種
の
様
式
の
こ
と
な
の
で

す
」（M

ichel Foucault, «Lʼéthique du souci de soi com
m

e pra-
tique de la liberté», D

its et écrits, 1954︲1988, Paris, Gallim
ard, 

2001, 2vol., t. 2, p.1533.

〔「
自
由
の
実
践
と
し
て
の
自
己
へ
の
配
慮
」、

廣
瀬
浩
司
訳
、『
フ
ー
コ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
第
Ｖ
巻
所
収
、
筑
摩
書
房
、

註
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二
〇
〇
六
年
、
三
〇
四
頁
〕）

（
6
）M

ichel Foucault, Lʼherm
éneutique du sujet. Cours au Collège 

de France 

（1981︲1982

）, Paris, Gallim
ard/Seuil, 2001, p.20.

〔『
主
体
の
解
釈
学　

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義　

一
九
八
一
―

一
九
八
二
年
度
』、
廣
瀬
浩
司
・
原
和
之
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、

二
二
―
二
三
頁
〕（
以
下
Ｈ
Ｓ
と
略
す
）

（
7
）H

S, pp.16︲17.
〔
一
九
頁
〕

（
8
）
こ
こ
で
の
弁
論
術
はrhétorique

を
意
味
し
て
い
る
。「
弁
論
術
」
は

dialectique

の
訳
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
既
存
の
翻
訳
、

特
に
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
の
訳
語
に
し
た
が
い
、
こ
こ
で

はrhétorique

に
「
弁
論
術
」
と
い
う
訳
語
を
あ
て
た
。
補
足
す
る
と
、

dialectique

は
『
主
体
の
解
釈
学
』
で
は
「
弁
証
法
」、
翌
年
の
『
自
己

と
他
者
の
統
治
』
で
は
「
対
話
術
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）H

S, p.389.

〔
四
五
九
頁
〕

（
10
）M

ichel Foucault, «Les techniques de soi», D
its et écrits, 1954︲

1988, Paris, Gallim
ard, 2001, 2vol., t. 2, pp.1630︲1632.

〔「
自
己
の

技
法
」、
大
西
雅
一
訳
、『
フ
ー
コ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
第
Ｖ
巻
所
収
、
筑

摩
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
三
九
〇
―
三
九
二
頁
〕

（
11
）
フ
ー
コ
ー
は
、
こ
れ
か
ら
論
じ
る
プ
ラ
ト
ン
の
パ
レ
ー
シ
ア
を
「
中
間

的
」
や
「
ぱ
っ
と
し
な
い
」
と
述
べ
る
。
だ
が
、
最
後
に
、「
お
手
本
の

よ
う
な
パ
レ
ー
シ
ア
」
と
言
う
。
こ
の
言
葉
か
ら
、「
模
範
的
パ
レ
ー
シ

ア
」
と
い
う
言
葉
を
、『
自
己
と
他
者
の
統
治
』
の
パ
レ
ー
シ
ア
に
あ
て

た
い
。

（
12
）GSA

, p.60.

〔
七
七
頁
〕

（
13
）GSA
, p.62.

〔
七
九
頁
〕

（
14
）GSA

, pp.62︲63.

〔
八
〇
頁
〕

（
15
）
廣
瀬
は
、
こ
の
言
表
行
為
と
言
表
主
体
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
、「
主

体
は
、『
私
は
こ
の
真
理
を
語
っ
た
も
の
だ
』
と
語
る
こ
と

0

0

0

0

で
、
発
話
行

為
と
も
結
び
つ
き
、
そ
の
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
る
」
と
記
し
て
い
る
（
廣

瀬
浩
司
、
前
掲
書
、
二
四
六
頁
。
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
）。
し
か
し
、

パ
レ
ー
シ
ア
的
言
表
と
言
表
行
為
の
主
体
の
結
び
つ
き
を
保
証
す
る
の
は
、

第
三
者
の
前
で
言
表
行
為
が
な
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

「
語
る
こ
と
」
が
両
者
の
結
び
つ
き
を
確
証
す
る
、
と
読
め
る
こ
の
記
述

は
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
16
）
厳
密
に
言
え
ば
、
自
由
の
余
地
は
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
な
発
話
に
も
存
在

す
る
。
例
え
ば
、
会
議
の
開
始
を
前
に
し
た
議
長
が
「
失
言
」
等
の
場
に

そ
ぐ
わ
な
い
発
言
を
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
つ
ま
り
、
自
由
の
余
地
は

い
つ
で
も
存
在
す
る
。
パ
レ
ー
シ
ア
的
言
表
で
重
要
な
の
は
、
勇
気
を
持

っ
て
「
こ
の
自
由
」
を
実
践
す
る
こ
と
で
あ
る
。
自
由
の
余
地
が
あ
っ
て

も
、
必
ず
し
も
パ
レ
ー
シ
ア
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
17
）GSA

, p.63.

〔
八
一
頁
〕

（
18
）
佐
々
木
中
、「
こ
の
執
拗
な
犬
ど
も
」、「
現
代
思
想
」、vol. 

3︲7

、
二
〇

〇
九
年
、
一
二
七
頁
。

（
19
）GSA

, p.64.

〔
八
二
頁
〕

（
20
）H

S, p.241,

〔
二
九
四
頁
〕

（
21
）
佐
々
木
、
前
掲
書
、
一
二
一
―
一
二
二
頁
。

（
22
）
重
田
も
ま
た
、
あ
る
対
談
の
中
で
「
い
ろ
い
ろ
な
『
誤
謬
』
が
あ
り
う

る
」
と
述
べ
て
お
り
、
フ
ー
コ
ー
の
「
誤
謬
」
発
言
が
、
彼
自
身
の
古
代

ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
研
究
に
対
す
る
自
己
否
定
だ
と
は
捉
え
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
（
酒
井
隆
志
・
重
田
園
江
、「
誤
謬
の
勇
気
」、『
現
代
思
想
』

vol. 37︲7

、
二
〇
〇
九
年
、
八
〇
頁
）

（
23
）«Lʼéthique du souci de soi com

m
e pratique de la liberté», 

p.1541.
〔
三
二
〇
―
三
二
一
頁
〕

（
24
）D

idier 
Eribon, 

M
ichel 

Foucault, 
Paris, 

Flam
m

arion, 
1989, 
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pp.279︲280.

〔『
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
伝
』、
田
村
俶
訳
、
新
潮
社
、

一
九
九
一
年
、
三
五
八
―
三
五
九
頁
〕（
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
）

 

（
し
み
ず　

ゆ
う
だ
い
／
博
士
後
期
課
程
）




